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１．概要（Summary） 

脂質膜は、疑似細胞として、細胞膜の特性解析などの

基礎研究や、センサー材料など応用面でも研究されてい

る。現状の脂質膜作製方法は、大量に脂質膜を平面基

板上に構築不可能であり、ハイスループット性に欠ける。

そこで、微細加工技術を駆使し、一度に大量の脂質平面

膜を構築する手法の確立を目指した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクアライナー、LED描画システム、多元DC/RFスパ

ッタ装置 

【実験方法】 

1. フォトマスク作製 

多元DC/RFスパッタ装置を用いてガラス基板にCrを蒸

着した。LED描画システムを用いて図面通りに描画した。

その後、Cr をウェットエッチングし、フォトマスクを作製し

た。 

2. PDMS スタンプ用鋳型作製 

Si 基板に SU-8 をスピンコートした。その後、上述のフォ

トマスクを利用してマスクアライナーで SU-8を露光した。 

3. PDMS スタンプ作製 

上述の鋳型を利用し、PDMSプレポリマーを硬化した。 

4. 脂質平面膜作製 

 ガラス基板に脂質平面膜を形成後、PDMS スタンプを

押し付け、脂質平面膜を作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

フォトマスクの作製、PDMSスタンプ用鋳型、PDMS ス

タンプを図面通りのサイズにより作製可能であった。そし

てFig. 1に示すとおり、ガラス基板上に、脂質平面膜を観

測可能であり、微細加工技術により作製した PDMS スタ

ンプを用いると、均一に画分された脂質膜を大量に作製

可能であった。 
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Fig. 1 Fluorescence images of planar lipid  

membrane prepared with PDMS stamp  


